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2018年1月期 中間業績予想の上方修正（8月3日発表）

売上高

営業利益

経常利益

当期純利益
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92

期初発表予想 修正結果 増減額

単位（百万円）

第2四半期までの好調な業績を踏まえ、
2018年1月期（当期）の中間業績予想を上方修正
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2018年1月期 第2四半期累計期間 損益計算書（9月12日発表）

（単位：百万円） 金額 ％ 金額 ％ 増減額 増減％ 金額 ％

売上高 1,422 100.0 2,194 100.0 771 54.2％ 3,275 100.0

売上原価 1,131 79.5 1,781 81.2 649 57.4％ 2,638 80.6

売上総利益 291 20.5 413 18.8 122 41.9％ 636 19.4

販売費及び
一般管理費 169 11.9 206 9.4 37 21.8％ 388 11.9

営業利益 121 8.5 206 9.4 85 70.2％ 248 7.6

経常利益 110 7.8 204 9.3 94 85.3％ 217 6.6

四半期純利益 71 5.0 141 6.4 69 98.9％ 140 4.3

前年同期比で54％増収、98%増益。前期通期の当
期純利益を超える結果。

2018年1月期第2四半期累計実績
2017年1月期

第2四半期累計実績
2017年1月期
前期通期実績
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2018年1月期 売上高・営業利益 四半期推移

売 上 高

714

第1四半期、第2四半期ともに前期より大幅に増加

前期 当期

1,077

1,117

前期比

54％増

単位（百万円）

営 業 利 益
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働き方改革に向けたテレワーク導入案件等の増加に伴い、
そのキーテクノロジーである仮想デスクトップビジネスの事業領域が
堅調に推移。
VDI関連のプロフェッショナルサービスが好調。
SSD の技術進化とコスト低減により急速に世代交代が進み、
フラッシュストレージを中心とした先進ストレージ需要が増加。
仮想インフラ及びストレージの事業領域も好調。







売上高

営業利益

2,194百万円

206百万円

54.2％増

70.2％増

第2四半期累計期間 増減率

売上高・営業利益ともに増収増益

業績好調の主たる要因

2018年1月期 第2四半期 ハイライト
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2018年1月期 通期予算の概要（4月25日発表）

（単位：百万円） 金額 ％ 金額 ％ 金額 ％

売上高 3,800 100.0 1,600 100.0 2,200 100.0

売上原価 3,145 82.8 1,335 83.4 1,810 82.3

売上総利益 655 17.2 265 16.6 390 17.7

販売費及び
一般管理費 425 11.2 205 12.8 220 10.0

営業利益 230 6.1 60 3.8 170 7.7

経常利益 232 6.1 62 3.9 170 7.7

当期純利益 160 4.2 43 2.7 117 5.3

期首時点では売上高16.0％増、当期純利益14.2％増の見込み

2018年1月期
通期予算

2018年1月期
上期

2018年1月期
下期
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2018年1月期 通期予算に対する進捗率

（単位：百万円） 金額 ％ 金額 ％ 進捗率

売上高 3,800 100.0 2,194 100.0 57.7％

売上原価 3,145 82.8 1,781 81.2 56.6％

売上総利益 655 17.2 413 18.8 63.1％

販売費及び
一般管理費 425 11.2 206 9.4 48.7％

営業利益 230 6.1 206 9.4 89.7％

経常利益 232 6.1 204 9.3 88.3％

四半期純利益 160 4.2 141 6.4 88.2％

付加価値の高い製品・サービスが好調に推移し、通
期予算に対して高い進捗率

2018年1月期第2四半期累計実績
2018年1月期
通期見通し
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2018年1月期 第2四半期 通期予算に対する進捗

上場関連費用や本社移転費用などの費用増加要因はあるも
のの、増収効果により吸収し、引き続き増益を見込む

売 上 高 進 捗

1,077

1,117
進捗率

57％

単位（百万円）

営 業 利 益 進 捗

2Q

1Q

通期予算

3,800

下半期

115

91
進捗率

89％

2Q

1Q

通期予算
230

下半期

単位（百万円）
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株式会社バイタルケーエスケー・ホールディングス
東証1部（3151）
事業内容:医薬品等の卸売業及び小売業等
従業員数:3,766名（2016年3月期・連結）
売上高 :621,040百万円（2016年3月期・連結）

導入事例：バイタルケーエスケーHD

2018年1月期 第2四半期 マーケティングハイライト

東北方面中心に医薬品卸業で高い信頼を集める、バイタル
ケーエスケーHD(東証一部)で、アセンテックの提供する
Atrustモバイルシンクライアントが営業用端末として採用
されました。

ヤフーファイナンス記事
（2017年9月8日）
「アセンテック-続伸
バイタルKSKがAtrust
mt178モバイルシン
クライアントを採用」



GPU（グラフィック処理ユニット）におけるグロー
バル企業 NVIDIA社とパートナー契約を締結、
8月24日、プレスリリースいたしました。

13

NVIDIA Corporation.
NASDAQ NVDA
売上高 : 69.1億米ドル（2017年1月期）
時価総額：約10兆円 （101,400,000千ドル：9/11）

プレスリリース：NVIDIA社パートナー契約

2018年1月期 第2四半期 マーケティングハイライト

ヤフーファイナンス
記事
（2017年8月25日）
「アセンテック-
ストップ高買い気配、
米NVIDIA社とパー
トナー契約締結」



上半期、仮想デスクトップ、ストレージなどをテーマに、約20回のイベント/セミナーを開催。
さらに、ウェブマーケティングも含め、約700件のリード（見込み案件）を獲得。

14

プレスリリース：イベント/セミナー

2018年1月期 第2四半期 マーケティングハイライト

デル、Citrix共催
「先進ハイパーコンバージドインフラセミナー」
2017年2月8日（水）開催
登録85名、来場47名

ラネクシー共催
「働き方改革セキュリティセミナー」
2017年7月12日（水）開催
登録41名、来場28名

アルファテック・ソリューションズ、日本HP共催
「ハイパーバイザー不要で低コスト
仮想デスクトップを実現！実機解説セミナー」

2017年2月7日（火）、3月9日（木）開催
登録65名、来場43名
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事業戦略の進捗

 オリジナル製品の開発と展開

 海外テクノロジーベンダーとのアライアンス強化

 プロフェッショナルサービスの拡大
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オリジナル製品の開発と展開

新製品「Resalio Lynx 700」の発表（2017年9月14日）

当社オリジナルソフトウエアで、既存のWindows PCを容易にシンクライアント化。
 USBなしで起動、セキュアにテレワーク専用端末としての活用が可能。
年額3,000円（保守込み、税別）という低料金で提供。

すべてのPCをシンクライアントに！
本日発表。
特許出願中！

利用手順
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オリジナル製品の開発と展開

「Resalio Lynx 700」と既存製品の違い

既存製品 Resalio Lynx 300/500 Resalio Lynx 700

Windows PC

USBブートでシンクライアント化
起動率、OSアップデートに課題
Windows PCとの兼用可能

内蔵ディスクから起動、起動率は100%
OSアップデートも容易
Windows PCとの兼用は不可
低料金

シンクライアント
専用機に！

USBリブートで
シンクライアント化
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オリジナル製品の開発と展開

「リモートPCアレイ」上位モデルの発表（2017年9月4日）

リモートPCアレイに
- Intel Quod Core CPU 
- 8GB Memory
- 128GB SSD
を搭載した、新製品を発表

 CPU性能を約1.8倍向上

Remote PC Array（RPA）
-省スペース、低消費電力PCモジュール技術
-管理用ソフトウェアの開発
-半導体ストレージSSD技術により、
サーバ筐体に20台のPCを集約
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海外テクノロジーベンダーとのアライアンス強化 2017年4月25日

最大手クラウド（IaaS）

世界No.1仮想デスクトップ

世界トップレベル
セキュリティー

急成長Flashストレージ

Azure Circle Partner

Distributor契約

Authorized Distributor契約

Distributor契約
急成長、世界No.1

ソフトウェア
ディファインド･ストレージ

急成長クラウドクライアント

Distributor契約

トータルインフラストラクチャ

最上位プレミアムパートナー契約

Distributor契約

世界No.1クラウドクライアント

Distributor契約
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海外テクノロジーベンダーとのアライアンス強化 ー Update

 仮想デスクトップの新たなステージへ！

NVIDIA社とのパートナー契約締結（8月24日）

 仮想インフラ及びストレージビジネス強化！

Quantum社とのパートナー契約締結（8月21日）
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NVIDIA社との協業の意義
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一般的な仮想デスクトップの仕組み



23

NVIDIA社との協業の意義
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仮想デスクトップにNVIDIAソリューションの組込み
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NVIDIA社との協業の意義

NVIDIAソリューションを仮想デスクトップシステムに組み込む
ことで、高度のアプリケーションが仮想環境で利用可能に！

Windows 10も高速化！

CAD/CG等3Dアプリも実用化！

Win10/Office2016 では 512MB以上の
グラフィックスメモリを必要とするため、
VDI 化の際に GPU リソースを用意して
おく必要あり。
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Quantum社との協業の意義

自社所有（オンプレミス） クラウド事業者 クラウド連携

HPE
高性能ストレージ

ローコストユニファイドストレージ

クラウドハイブリッドSANストレージ

Artico

クラウド連携アーカイブ専用NAS

クラウド連携NAS
仮想アプライアンス

Microsoft StorSimple Virtual Array
（ESX/Hyper-V対応）

ローコストユニファイドストレージ

大容量テープライブラリー

コンバージド・インフラストラクチャ

VXRail

オンプレミスからクラウドまで全てに対応するストレージ製品の拡充

Scalar i6, AEL6
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プロフェッショナルサービスの拡大

* PoC: Proof of Concept

アセスメント 設計 構築・テスト 保守・運用PoC*

サービスイン

プロジェクトフロー

コンサルタント プリセールスSE デリバリーSE サポートSE 運用SE

現行のSE体制

今後の成長に向けたSE体制の増強

上流工程を増強 アフターフォローを増強

プロジェクトキックオフ プロジェクト最終決定
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働き方改革に向けた施策

オフィス移転計画 （10月2日、秋葉原大東ビル9Fに移転）

１．拠点の一元化で、移動時間・移動経費削減
２．ワンフロアに集結、部門間のコミュニケーション向上
３．フリーアドレスの採用（役員、営業、SE対象）
４．マーケティング(リード）→営業（提案・契約）→SE(設計・構築・保守）

チーム一体となりお客様に迅速に対応。
５．従業員増への対応（従業員 x 0.7の席数）

＋

執務エリア（イメージ） VDIイノベーションセンター



将来見通し等に関する注意事項 A  s  c  e  n  t  e  c h
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本資料に記載されている計画や見通し、戦略などは本書面の作成時点において
取得可能な情報に基づく将来の業績に関する見通しであり、これらにはリスク
や不確実性が内在しております。

かかるリスク及び不確実性により、実際の業績等はこれらの見通しや予想とは
異なる結果となる可能性があります。

当社が事業環境の説明を行う上で、参考となると考える情報を掲載しておりま
す。掲載データについては、調査方法や調査時期により結果が異なる可能性が
あります。

本資料に含まれる当社以外に関する情報は、公開情報等から引用したものであ
り、かかる情報の正確性、適切性等について当社は何らの検証も行っておらず、
またこれを保証するものではありません。
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